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0.全体の事業スケジュール
(1)PT1のねらい
(2)PT1の取り組み
(3)事業スケジュール
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(1)PT1の狙い ～概要説明～ 3

• 時は ９月、嬉野に新幹線の駅や道の駅が産声を上げる、

• コロナ禍で日本人の旅行意欲も高まるなか、各地の観光産業都市は、誘客合戦の真っただ中。

• 嬉野市は「新幹線開業」「道の駅開業」を誘客のきっかけ・武器にしたいと、思い馳せる

（ながさきくんちの後に寄ってもらおう！ 途中下車して楽しんでもらおう！！など）

• 嬉野の魅力、観光誘客のネタのメインは「温泉」。

数ある温泉地から嬉野を選択頂くには？ 途中下車したくなる、目的地にしたくなるには？

• 自慢の「茶」や「焼き物」、「食」など、私たちも売り込みたい! 知ってもらいたい！ 新しい売り込み方は？

• そこを定めたら、来ていただく前のお客さんに対しても、商売をやってみよう、仕掛けてみよう。

• 我々はこの事業、『未来技術』が活用できる。じゃあ、目標をしっかり立てて、その武器を使いこなし、

お客さんを喜ばせよう、満足いただこうじゃないか！

PT１立ち上げのストーリー

PR動画（短・長尺）をSNSに発信し分析
広告効果を随時分析・共有し、嬉野観光
広報のこれまでの「課題」やこれからの「対応
策」を練る情報を「知る」ことを私たち（皆さ
ん）が実践します。

仮想空間に嬉野観光市場を構築
デジタルモール嬉野を作ります。皆さんの2号
店、広告塔、物産展になり、お客様が嬉野
を楽しめるバーチャルな案内空間を、私たち
（皆さん）の手で生きたものにして頂きます

嬉野ファンを増やす・作るための武器づくり
LINE公式アカウントでお客様が嬉野とつな
がっていられる場を、バーチャル女将(仮称)で
お客様と私たちがコミュニケーションできる場を
設け、情報発信いただきます。

PT1では
新幹線開業時
をカギに未来
技術による
観光支援を
行います



(1)PT1の狙い ～概要説明～ 4

「うれしの」の魅力を未来技術を活用して、多くの人 にお届けするとともに、まちが元気にな
る施策をスタートしました

新幹線・道の駅の開業までの間に、今期は、未来技術のインフラ整備と試行実験を行ってき
ました。 取り組みに一定の理解を下さりありがとうございます。PT１は、嬉野で生業を営む
皆さんのプラスになるよう、チャレンジを続けています。

地元の観光・産業に寄り添って新幹線まちづくりを支えます

PT1とは？

副千製陶所 瀬頭酒造 弁慶

よこ長



新たな技術で得た材料

(2)PT1の取り組み 3つのチャレンジを運用中！ ５

➊マーケティング分析
と広報発信

➌おもてなし手段の
提供

他のメディア

①ターゲットを設定し、これまで活用されていなかったSNSに着目し、動画によ
る広報を実践します。
②既存Web媒体と連携して、広報の反響を分析します

嬉野観光の武器
となる技術

①仮想空間に嬉野玄関口、デジタルモール嬉野を作ります
（旅マエ、旅ナカ、旅アト、再訪にリーチするメタバース空間を作ります）

➋新しい販路の確保

①魅力をお客様に伝えるバーチャル嬉野や嬉野散歩などの
体験型のコンテンツを整備・発信します
②LINE公式アカウントで来訪者サービスを強化します
③コミュニケーション技術を活用します（バーチャル接客試行予定）

新たに撮った・集めたコンテンツ

これまでの観光コンテンツ



年度 令和4年度（2022） 令和5年度（2023） 令和6年度（2024） 令和7年度
（2025）

事業
スケジュール

概要 プレ稼働に向けた整備
プレ稼働実証実験開始

実証実験内容充実
地域による運営体制検討

地域による運営体制構築
本格実装開始

本格実装
事業継続体制の構築

実運営体制
の試行

(3)事業スケジュール

地域との連携体制構築

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂ
整備・構築

コミュニケーション
ツール整備

オンライン観光ツ
アー企画

新幹線駅開業

デジタルモール・バーチャルモールのプレ
稼働

地域による運営体制検討

マーケティング
分析ツールの
構築

地域による
運営体制の
構築検討

デジタルモールや嬉野散歩の充実
と市民参加

➊マーケティング分析
と広報発信

➌おもてなし手段

➋新しい販路の確保

デジタルコンテンツの充実・市民参加

コミュニケーションツールの実施
段階的に拡大

データ収集・分析

ツールの基本機能の充実

6

地域との運営を試行

R6は国スポもあります。国スポ時に世界に取り組み状況を発信・体感頂けるよう、上期に戦略・改善課題の解決を図
りながら、下期には検証・実証のためのイベントコラボを実施する予定です。（夏季も実施）
嬉野観光を援けるサービス・ツールの社会実装と、嬉野といえば、未来技術が面白い、と評価されるよう取り組みます。

開業２周年
SAGA2024国スポ・全障スポ

デジタルコンテンツ作りへの市民参加

デジタルインフラの充実
コミュニケーションツールの増強

（検討）

実運営体制案の抽出
と運営の試行

地域による
運営体制
開始

令和6年度には地域による身の丈に合った未来技術の運営体制を確立する必要



(3)事業スケジュール
一番のポイント

• 変化・多様化する地方部の「観光」の形への対応と挑戦 ＝ 新型コロナに負けない観光を実現

「未来技術」が「嬉野観光」の集客増、収益増、注目度増に寄与することを具現化し
嬉野観光の担い手が自立してサービス提供できる姿を確立する

7

地域活性
化

市民の誇り

収益回復

町の成長

交流人口増

嬉しのCity

来訪意欲
喚起

感動・感激

購買意欲
喚起

話題・人気

地方魅力の
認知

嬉しの訪問先

市民の目線 観光客の目線

➊「魅力をコンテンツ化できる」嬉野市民づくり 【市民がデジタルを駆使し、情報発信やイベントに活用できる】
❷「嬉野市民」が享受できるデジタル技術の活用 【市民がデジタルによる利益獲得・成功を実感できるようになる】
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1．令和5年度の成果と課題
(1)実施内容のふりかえり
(2)効果と課題
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(1)R5年度 実施内容のふりかえり 9
R5年度はR4年度に整備・試行したデジタルインフラを、嬉野観光を取り巻く実際のイベントや行事に関連付けて、「運
営を通した観光ビジネスへの貢献」「それらの地域で浸透（普及）できるかどうかの評価」を実践により検証しました。
また、運営継続にあたって明らかになった課題の改良を行い、地域の方主体でのコンテンツ更新も実施しました。

花火大会ライブビューイングの実施 マルシェ等駅前イベントとの合同開催

デジタルモール
嬉野

●イベント空間としての活用
実証

●EC機能本格実装にむけ
た事前検証

バーチャル嬉野
嬉野散歩

バーチャル嬉野（ゴーグル）への
温泉コンテンツ追加

嬉野散歩への店舗追加 まるくアイズに
タッチ型大型ディスプレイ設置

LINE公式アカウント
嬉野温泉観光案内所

嬉野温泉土曜夜市での
スタンプラリー実施 「あったかまつり」でのスタンプラリー実施

●コンテンツ更新
●地域実装に向けた地域主
体の更新体制の構築試行

●地域イベントとの連携
●観光情報ポータルとしての
活用の推進

●定期的な情報発信

データプラットフォームを用いた実施評価・データのマーケティング活用検討



(２)R5年度 効果と課題 10

バーチャル嬉野・嬉野散歩

LINE公式アカウント嬉野温泉観光案内所

デジタルモール嬉野
【効果（一部抜粋）】
～花火大会LIVE中継～
・全国から合計2,400アクセスを記録。多くの参加を頂いた。
・テキストチャットで様々なコメントが飛び交い盛り上がった
～マルシェ等駅前イベントとの合同開催～
・初日は490ユーザからのアクセス。期間中の新規ユーザ数
は835ユーザで、多くの方が嬉野の名産品等を知るきっか
けになったと評価できる

【改良点（一部抜粋）】
～全般～
・デジタルモール嬉野への主要な流入経路がLINEとなっており
新規ユーザの獲得のため別途広報PRの実施が望ましい。

・花火大会配信位置やマルシェ実施位置が分かりづらいという
意見があった。空間内で誘導する手段を確立する必要がある。

・空間内コンテンツの更新頻度が低く定期的に更新するスキーム
を検討する必要がある。

【効果（一部抜粋）】
・観光協会に撮影作業を一部依頼。地域自身によるコンテン
ツ作成に向けた一歩を踏み出せた。

・嬉野市内の温泉宿の浴場を事前体験できるコンテンツを構
築できた。

【改良点・課題（一部抜粋）】
・嬉野散歩内への店舗追加を継続する。
・観光協会等によるコンテンツ作成（動画編集等）のサポートを
継続する必要あり。

・塩田津のバーチャルツアーも作成したい。

【効果（一部抜粋）】
・スタンプラリー実施により一定の周遊促進効果があった。
・スタンプラリー企画が嬉野の冬のイベントである「あったか
まつり」の公式イベント化を果たす。

・定期的な地域イベント発信によりイベント応募者が増加し
たとの報告あり（効果が明確化！）

【改良点・課題（一部抜粋）】
・スタンプラリーの使い勝手や店舗検索方法が分からない等、操
作性について改良の余地がある。

・周遊データを継続収集し、マーケティング等の活用検討を進め
る必要あり。

・定期的な配信によるブロック率アップの懸念。常に新しいユー
ザの獲得を町ぐるみで実施する必要がある！

・LINEの「なくてはならない化」を進める！



2．令和6年度の事業計画
(1)事業における実施・検証事項
(2)実施予定事業 （スケジュール）
(3)個別施策の実施予定

11



２．令和6年度の事業計画
(１)事業における実施・検証事項

1) 集客・周遊促進ツールとして機能確保、品質向上
⇒昨年度事業におけるコンテンツの課題を解決する
⇒技術の特色を生かしたコンテンツとしたい（メタバース・・・コミュニケーションや集客力、没入感）

2) 施策の収益性の明確化
⇒ECサイトの構築による収益確保を確立する
⇒広告・来訪喚起・周遊促進ツールとしての収益性確保
⇒「ネット上で閲覧者が多い」だけでない、実来訪への働きかけ

3) 施策と実装事業者のマッチング
⇒実装候補事業者を検討
⇒夏・秋季イベントをめがけてマッチング、共同運営を実施

4) 施策と地域ブランディングとのマッチング
⇒各コンテンツを再度検証。「行きたい」と思わせるコンテンツになっているか？
⇒地域ブランディングイメージを各種コンテンツに反映

5) 地域の運営事業者確保
⇒3)を行い、次年度に実装する実装事業者を確保する

12



3).LINE公式アカウント
嬉野温泉観光案内所

⑥スタンプラリー01（バーチャル花火参加者への特典やPT2連携）
⑦スタンプラリー02（恒例行事「あったかスタンプ2025」）
⑧情報発信力の強化
⑨お友達登録者(嬉野外・内のお客様)の増強

２．令和6年度の事業計画
(２)実施予定事業 （スケジュール）

1).デジタルモール嬉野
①イベントの実施（バーチャル花火）
②ECサイトの試行（あったかECマルシェ）
③コンテンツの拡充と改修（看板・空間拡張）
⇒コミュニケーションツール、空間拡張、温泉VT連携

2).バーチャル嬉野・嬉野散歩
④コンテンツの拡充
⑤ECサイト構築連携、広告機能強化

4). 広告・広報・プロモーション
⑩夏のバーチャル花火・スタンプラリーイベントを見据えた広報施策の実施
⑪嬉野知名度を上げる取り組みの継続

5).マーケティング分析 “Tableau”
⑫関係者による利用実証による活用
⑬人の流れの分析と戦略検討

13

・広告、来訪喚起、周遊促進施策としての確立
・実来訪への働きかけの実践

・ECサイト構築による収益確保

・昨年度事業で洗い出された課題解消
・地域ブランディングイメージの反映

地域実装を見据え地域事業者
や市民と連携して実施

・広告、来訪喚起、周遊促進施策としての確立
・実来訪への働きかけの実践

・新しい顧客に対し魅力を伝え、来訪、周遊を促す

・デジタルモールのECサイト連携による収益確保
・広告、来訪喚起、周遊促進施策としての確立

・新しい顧客に対し魅力を伝え、来訪、周遊を促す

・広告、来訪喚起、周遊促進施策としての確立



２．令和6年度の事業計画
(２)実施予定事業 （スケジュール）

14

具体的な実施事項 春 夏 秋 冬

デジタルモール嬉野
（DMU）

バーチャル嬉野・散歩

LINE公式アカウント

広告・広報

Tableau

②ECサイトの試行
（あったかECマルシェ）

①イベントの実施
（バーチャル花火）

⑤スタンプラリー実施
（DMU・PT2連携）

⑥スタンプラリー実施
（あったかまつり）

③コンテンツ拡充・改修・EC機能構築

⑦⑧情報発信力の強化・友達登録者の増強

⑩関係者と集客に繋がる活動を展開 嬉野知名度を上げる取り組みの継続

⑫人の流れの分析と戦略検討

⑨DMU・スタンプ
イベントに向けた広報

④コンテンツの拡充

⑪関係者による利用実証
（イベントの検証）



２．令和6年度の事業計画

①イベントの実施
バーチャル花火大会の実施

②ECサイトの試行
あったかECマルシェ

③コンテンツ拡充と改修
コミュニケーションツール、空間拡張、温泉VT連携

1)デジタルモール嬉野

15

(３)個別施策の実施計画



1)デジタルモール嬉野 ①バーチャル花火大会の実施

●花火大会のライブビューイングの実施

【実施・検証事項との対応】
• 広告、来訪喚起、周遊促進施策としての確立
• 実来訪への働きかけの実施

• 昨年度2400アクセスを記録した、 うれしの夏まつり花火大会をライブ配信を今年も予定
• 地元メディア（テレビ九州、藤津ケーブルビジョン）と協力（昨年に引き続き）
• 不特定多数（新規ユーザ）への積極的広報を行い、来訪、周遊を促す （今回はターゲットも設定）

16

嬉野に行きたいと思わせ、来訪することのメリットを打ち出す
具体的には空間内クイズに全問正解すると9月～11月に実施するスタンプラリー

のスタンプ4個をプレゼント。来訪した時点でノベルティGETとなる企画。
＋αで空間内コンテンツ増強も実施（③で後述）

既存ユーザ＆新規ユーザへの広報
• 福岡＆長崎をメインターゲットで広報

バーチャル花火大会
• 花火の視聴
• 嬉野魅力実感ゾーン（新設）の体験
• クイズ全問正解で秋のスタンプラリー

4個GET（来街者向け）

スタンプラリー企画（秋）
• 4個スタンプGET状態でスタート
• スタンプラリーも楽しんでもらい満足

感ＵＰ

既存顧客はもちろん新規顧客を流入させる必要あり。
「500円景品＋嬉野の魅力」で確実に来てもらえる距離（福岡を
重点的）にＰＲ
福岡市地下鉄にて8月4日～6日に中吊り広告PRを実施！！

空間内の案内表示実装 来場者へのコミュニケーション促進

今年度は管理者ユーザ
で皆を盛り上げます！
パネルも更新！



1)デジタルモール嬉野 ②ECサイトの試行

● ECサイトを持つ事業者との連携
• 決裁機能をもつECサイト「New嬉野商店」をベースにECを構築。デジタルモール嬉野等で展開
• あったかまつり期間中にreal×virtual企画として期間限定開催し収益性等を検証

17

デジタルモールにECサイトを連携

ECサイトイメージ
（遷移先ECサイトは検

討中）



1)デジタルモール嬉野 ③コンテンツ拡充と改修

❶テキストチャットから音声チャットへの切り替えを検討

18

⇒テキストチャットは、ログが残せる点で有効だがいかんせん入力は大変

❷温泉VT連携

ホテル○○ ホテル△△

温泉VTへのリンク

⇒嬉野の一番の推しである「温泉」をより強く訴求

【実施・検証事項との対応】
• メタバースの強みを生かせるコンテンツへの変身
• 地域ブランディングを踏まえた空間内コンテンツの更新
• 昨年度事業におけるコンテンツの課題を解決する

実施優先度を選定中
（効果が出て実装可能なも
のをしっかりと実装したい）

❸空間内コンテンツの定期更新
⇒飽きられないコンテンツとするため、コンテン
ツの定期的な入れ替え方法を検討



２．令和6年度の事業計画

④コンテンツの拡充
⑤ECサイト等の構築連携、広告機能強化

2)バーチャル嬉野・嬉野散歩

19

(３)個別施策の実施計画



2)バーチャル嬉野・嬉野散歩 ④コンテンツの拡充（バーチャル嬉野）

➊バーチャル嬉野（ゴーグル）コンテンツの増強

★下記コンテンツを作成したい
・茶にまつわるコンテンツ
・満開の桜（温泉公園・・・）
・飲食店や宿 等の増強

※地域ブランディングを踏まえた構成とする
※地域自らが作成できるよう働きかけ

R5年度事業

旅館やホテルの大浴場コンテンツの追加とコンテ
ンツ追加が簡易に行える作り込み実施

①360度カメラで撮影 ②PC経由でVRゴーグルへ転送

大浴場の360度コンテンツ化を実施
観光協会の職員の方でもコンテンツ入れ替えが
できるシステムに改良

20

R5.10月に運用開始

R6年度事業



2)バーチャル嬉野・嬉野散歩 ④コンテンツの拡充（嬉野散歩）

❷嬉野散歩のコンテンツ拡充

R5年度構築

各組合と協力し、掲載店舗の追加
コンテンツ内容の充実（メニューや商品等の追加）

★R5年度実施
・嬉野温泉旅館組合の温泉施設（32ヶ所）
来期に持ち越し
・料飲店組合（追加40～50店舗程度）
・商店街組合店舗（撮影店舗調整中）

21

R5.1月に運用開始

★今期実施内容
・料飲店組合（撮影済）
・商店街組合店舗（撮影店舗調整中）
※地域自らが作成できるよう働きかけ

R6年度構築

各組合と協力し、掲載店舗の追加
温泉施設の嬉野散歩を実現

コンテンツ内容の充実（メニューや商品等の追加）



2)バーチャル嬉野・嬉野散歩 ⑤ECサイト等の構築連携、広告機能強化

❶バーチャル嬉野

★ラミネート紙に書く情報（案）
• 営業時間
• 特色
• メニュー
• 場所
• 二次元コードリンク（観光協会HP）
• 二次元コードリンク（マップアプリ連携の道案内）

22

デジタルモール嬉野で構築するEC機能との連携
を行い、稼げるツールとしての機能強化を図る

❷嬉野散歩

ECサイトへ

ECサイトイメージ

VRゴーグル
扱う店舗の説明紙
（ラミネート）

店舗や施設の魅力や雰囲気を体感頂くことに成功。
ただし情報量が少ない。
⇒視聴したコンテンツの店舗情報を詳述したラミ

ネート用紙を机に置いておき、PR力を向上
⇒地域（観光協会等）による更新が可能となるよ

う技術移転等を進める
⇒塩田津バーチャルツアーの検討・追加



２．令和6年度の事業計画

⑥スタンプラリー01
（バーチャル花火参加者への特典やPT2連携）

⑦スタンプラリー02
（恒例行事「あったかスタンプ2025」）

⑧情報発信力の強化
⑨お友達登録者（嬉野外・内のお客様）の増強

３)LINE公式アカウント 嬉野温泉観光案内所

23

(３)個別施策の実施計画



3)LINE公式アカウント ⑥スタンプラリー01（花火・PT2連携） 24
●9月～11月にかけて長期スタンプラリー企画を実施

• あったかまつり時のスタンプラリーに以下を＋αして実施
 バーチャル花火大会（デジタルモール嬉野）の参加者にスタンプ4つプレゼント＋周遊でダブルチャンス

 自動運転乗車した方に特典プレゼント（連携方法は検討中）

• 地域の協力を得ながら運営を推進

【実施・検証事項との対応】
• 広告、来訪喚起、周遊促進施策としての確立
• 実来訪への働きかけの実施

【8月11日】
デジタルモール全問正解で9月～11月に実施
するスタンプラリーのスタンプ4個プレゼント

この時点で入浴券や吉田焼等の
GETがもれなく可能となる

【9月】
スタンプラリーイベント開始！

既存顧客はもちろん新規顧客を流入させる必要あり。
「500円景品＋ダブルチャンス景品＋嬉野の魅力」で確実
に来てもらえる距離（佐賀・福岡・長崎）にＰＲ

【10月】PT2実証実験と連携。
自動運転利用者OD把握＋周遊促進
効果の検証を併せて行うことが可能

【11月】
スタンプラリーイベント終了

これまでのスタンプラリー
商材を有効活用し
来訪理由にしていく



3)LINE公式アカウント ⑦スタンプラリー02（あったかスタンプ2025） 25
●恒例となった、あったかまつり期間中スタンプラリー企画

• 2024年あったかまつりの公式イベント化。今年度も公式イベントとして地域への定着を進める。
• 地域の協力を得ながら運営を推進
• 同時開催する予定のECイベント（デジタルモール嬉野）との連携企画を検討

あったかスタンプ2024（昨年度）実施状況



3)LINE公式アカウント ⑧情報発信力の強化
⑨お友達登録者の増強 26

❶バーチャルコンシェルジュの改良
• チャットボットの情報更新を実施

 提供情報を増やす、ブランディング戦略と同期したPRを実施

• 高機能化を進める
 おススメルート機能の地図アプリ連携でナビゲーション機能付加

 本日の日帰り可能施設の情報掲載（検討中）

• マーケティングツールとして活用できるよう改良（右図）
 マーケティング分析によって稼げるツールとなる下地は完成している。あ

とはどう運用するか！！

❷定期的な情報配信の運用ルール検討
• 広く市中の事業者に開かれた広告ツールとしての運用方法検討

 情報発信希望者向けの依頼フォームの検討。。。 など

• ブロック者数対策（動向確認）
 あまりにも頻繁な投稿はユーザ離れを進める

 ユーザの新陳代謝を行うため、常に不特定多数からの流入を狙う

• より効率的な通知方法の模索
 来訪回数●回以上の人、○○に在住の人 などで配信する内容を変更する

といった効率的な情報配信を行う

❸お友達登録者の増強
• 効率的、持続可能な友達増加手法の模索

 観光客との接点を増やす（拠点施設の従業員による積極的な案内への活用）

 インターネット活用した効率的な「不特定多数への」PR

 LINE単体では不特定多数へのPRはできない。嬉野の魅力と公式LINEをPRする必要

• 他の企画とのタイアップ
 SNSプロモーション業務（観光商工課様・R5年度実績）

【実施・検証事項との対応】
• 広告、来訪喚起、周遊促進施
策としての確立

• 新しい顧客に対し魅力を伝え、
来訪、周遊を促す

公式LINEアカウントの
「なくてはならない化」
を進めます！



3)LINE公式アカウント ⑨お友達登録者（嬉野外・内のお客様）の増強

■お友達登録者の増強（10,000人を突破。15,000人へ！）

お友達登録数は202３年６月２０日に３，７８０人、11月24日時点で6,078人

LINE公式アカウント「嬉野温泉観光案内所」

お友達の内訳は、来街者７７％、市民２３％

増え方は、イベントや広報に比例

これまでに月3件～4件のペースで観光関連・イベント情報を配信。

出張イベント（観光協会）や定期イベントでインセンティブを含むお友達
の増加を図る

嬉野内外のお友達を増やし、ピンポイントの情報発信と
リクエストに対応した情報配信の充実を図る

27

お友達登録数は２０２４年３月１８日に9，191人 ６月２８日に10，1５８人！！！

武雄市観光協会は909→914→925 大村は333→344→351、佐賀市は414→427→４４４、鳥栖市1,894→１９０２→１９１６、唐津市７,１６０→８１９９→9,555

と、佐賀ではトップに返り咲いた。大分県の別府市観光協会は14,170→15,746



２．令和6年度の事業計画

⑩夏のバーチャル花火・スタンプラリーイベント
を見据えた広報施策の実施

⑪嬉野の知名度を上げる取り組みの継続

４)広告・広報・プロモーション

28

(３)個別施策の実施計画



４)広報・広告・プロモーション ⑩夏のバーチャル花火・スタンプラリー広報⑪嬉野の知名度を上げる取り組みの継続 29

❶夏のバーチャル花火・スタンプラリーにむけた広報
• メタバースで魅力を訴求⇒実際に現地でお金を落としてもらう という流れを作り出したい

• そのためには、既存顧客だけでなく、新規ユーザを何としても呼び込みたい！

• 「500円景品＋ダブルチャンス景品＋嬉野の魅力」で確実に来てもらえる距離（佐賀・福岡・長崎）にＰＲ
 鉄道の中吊り広告（8月4日～6日 福岡市地下鉄にて実施！）
 SNS広告の活用の再検討 まずは記者投げ込みについてはぜひお願いしたい

❷嬉野の知名度を上げる取り組みの継続

『情報発信者』と『情報発信力のあるコンテンツ』 との連携。ターゲットに届く発信

• 観光課や観光協会のプロモーションとは余さず連携をお願いしていく。

プロモーションで得たコネクション等からどんどん、未来技術に取り組む嬉野もPR.
例）某観光地とのコラボ、民間企業やマーケターからの問い合わせ、など



２．令和6年度の事業計画

⑫関係者による利用実証による活用
⑬戦略検討

5)マーケティング分析“tableau”

30

(３)個別施策の実施計画



5)マーケティング分析“tableau” ⑫PT1実装先事業者による利用実証 31
❶想定実装先の事業者とのイベント共同運営とそのフィードバック

• 夏祭りバーチャル花火大会や秋季に実施するスタンプラリー企画の共同運営を行い、そのフィードバックとしてプ
ラットフォームを活用。必要な情報の抜け漏れや運用方法を共に検討する

• データを一元管理できるプラットフォームであることから、観光戦略策定に関係する下記団体にも試用いただく
 観光協会
 嬉野市 観光商工課 広報広聴課

構築状況（現状）



5)マーケティング分析“tableau” ⑬観光戦略検討に資するデータ活用 32
●公式LINEと連携したマーケティング分析機能の検討

• 提供するどのコンテンツが好まれているか？ お客様の興味や志向はなにか？男女、年代層による違いは何か？などを公
式LINE分岐ログからとらえることができる。
 狙い通りの客層に情報提供ができるかがわかる。
 どんな客層が発信情報に興味を持っているかが分かる ⇒販売戦略やイベント企画に活用できる！！

戦略ツール化イメージ



３．運営者・ビジネス展開に向けた検討

33



■運営者・ビジネス展開に向けた検討を事業を実施しながら進めます！！

34

各施策はR7年度には自立運用に向けた運営者、ビジネス展開に舵を切る必要があります
それを見据えた施策の推進判断を行います。

運営者の候補運営方式対象

デジタルモール
嬉野

バーチャル嬉野
(VRｺﾞｰｸﾞﾙ)

嬉野散歩
(HP)

大型Disp

LINE公式
アカウント

他コンテンツ

市からの
委託

市からの
移譲

市による
運用

市からの
指定管理

その他

道の駅管理者

地域デベロッパー

観光協会・DMO

PT1の構成
メンバー

地元事業者

組合
など

収支イメージ例

インフラ・設備を
委託費

自主事業による
収入確保

共同出資や負担金
等による資金調達

既往管理者
による運用※

クラウド
ファウンディング

※既往の組織・企業の持つIT関連部門が担う

34３．運営者・ビジネス展開に向けた検討
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